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平
成
17
年
９
月
定
例
市
議
会
に
市

長
職
務
代
理
者
が
提
案
し
た
議
案
は

六
十
五
件
で
、
内
訳
は
予
算
案
五
件
、

条
例
案
十
三
件
、
工
事
請
負
案
件
二

件
、
そ
の
他
四
十
五
件
で
し
た
。
本

会
議
の
表
決
で
は
、
岡
山
市
市
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
を
全
会
一
致
で
継
続
審
査

と
し
、
残
り
の
六
十
四
件
の
議
案
の

う
ち
平
成
17
年
度
岡
山
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
四
号
）、
岡
山
市
ク

ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
な
ど

四
件
の
議
案
に
つ
い
て
、
一
部
の
議

員
か
ら
反
対
が
あ
り
ま
し
た
が
、
議

会
と
し
て
は
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。�

▽
主
な
議
案�

■
平
成
17
年
度
岡
山
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
三
号
）（
第
四
号
）
＝
西

大
寺
消
防
署
鉄
出
張
所
移
転
新
築
事

業
費
八
千
百
万
円
余
な
ど
総
額
十
一

億
千
八
百
万
円
余�

■
平
成
17
年
度
岡
山
市
駅
元
町
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業
費
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）
＝
二
億
九
千
万

円
余
の
減
額�

■
岡
山
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
＝
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

す
る
た
め
。�

■
岡
山
市
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
＝
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

す
る
た
め
。�

■
岡
山
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
＝
暴

力
団
員
に
よ
る
市
営
住
宅
の
使
用
を

制
限
し
、
一
般
入
居
者
の
安
全
と
平

穏
な
生
活
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

入
居
者
の
連
帯
保
証
人
の
債
務
の
範

囲
を
定
め
る
等
の
た
め
。�

■
東
岡
山
幹
線
（
三
工
区
）
汚
水
管

埋
設
工
事
＝
工
期
平
成
19
年
３
月
31

日
ま
で
、
契
約
金
額
一
億
七
千
八
百

万
円
余�

■
都
市
計
画
道
路
東
岡
山
駅
前
線
道

路
築
造
工
事
（
そ
の
五
）
＝
工
期
平

成
18
年
３
月
31
日
ま
で
、
契
約
金
額

三
億
三
千
九
百
万
円
余�

■
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
に

つ
い
て�

��

　
平
成
16
年
度
の
一
般
会
計
、
十
四

特
別
会
計
、
四
企
業
会
計
、
並
び
に

合
併
前
の
御
津
町
及
び
灘
崎
町
に
係

る
十
六
会
計
の
計
三
十
五
件
の
決
算

が
９
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
決
算
を
審
査

す
る
た
め
、
一
般
、
特
別
、
企
業
会

計
、
及
び
御
津
町
・
灘
崎
町
関
係
の

四
つ
の
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
審
査
結
果

は
、
11
月
定
例
会
で
報
告
さ
れ
る
予

定
で
す
。�

��

■
単
県
医
療
費
公
費
負
担
制
度
の
補

助
率
是
正
を
求
め
る
意
見
書
（
要

旨
）�

　
岡
山
県
は
寝
た
き
り
高
齢
者
、
重

度
心
身
障
害
者
、
乳
幼
児
等
の
単
県

医
療
費
公
費
負
担
制
度
を
実
施
し
て

い
る
が
、
岡
山
市
へ
の
補
助
率
は
、

中
核
市
移
行
に
伴
い
、
二
分
の
一
か

ら
段
階
的
に
六
分
の
一
に
削
減
さ
れ

た
。
県
内
他
市
町
村
で
は
二
分
の
一

か
ら
六
分
の
五
で
決
め
ら
れ
て
お
り
、

本
市
と
倉
敷
市
だ
け
が
著
し
く
低
い
。

県
は
補
助
率
に
格
差
を
つ
け
る
基
準

と
し
て
財
政
力
指
数
を
適
用
し
て
い

る
が
、
自
治
体
間
の
財
政
力
の
格
差

は
地
方
交
付
税
制
度
の
財
源
調
整
機

能
に
よ
り
一
定
の
是
正
が
な
さ
れ
て

お
り
、
合
理
的
な
理
由
と
は
な
ら
な

い
。
県
民
に
等
し
く
実
施
さ
れ
る
べ

き
単
県
医
療
費
公
費
負
担
制
度
に
つ

い
て
、
本
市
に
対
す
る
補
助
率
の
措

置
を
是
正
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。�

■
道
路
整
備
予
算
の
確
保
に
関
す
る

意
見
書�

2

議決の議決のあらまし�議決のあらまし�

市
議
会
日
誌�

（
7
月
）�

文
教
委
員
会�

（
８
月
）�

広
域
行
政
及
び
政
令
指
定

都
市
調
査
特
別
委
員
会�

保
健
福
祉
委
員
会�

総
務
委
員
会�

環
境
消
防
水
道
委
員
会�

建
設
委
員
会�

議
会
運
営
委
員
会�

保
健
福
祉
委
員
会�

議
会
運
営
委
員
会�

社
会
シ
ス
テ
ム
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
調
査
特
別
委
員
会�

８
月
臨
時
市
議
会
本
会
議�

総
務
委
員
会�

広
域
行
政
及
び
政
令
指
定

都
市
調
査
特
別
委
員
会�

（
９
月
）
　�

議
会
運
営
委
員
会�

総
務
・
保
健
福
祉
・
環
境

消
防
水
道
・
経
済
・
建
設
・

文
教
委
員
会
及
び
各
同
協

議
会�

　�本
会
議�

総
務
委
員
会�

本
会
議
（
個
人
質
問
）�

本
会
議
（
個
人
質
問
）�

本
会
議
（
個
人
質
問
）�

本
会
議
（
個
人
質
問
）�

本
会
議
（
個
人
質
問
）�

議
会
運
営
委
員
会�
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――
9
月
定
例
市
議
会
開
会
――��

◆陳情の結果�
�
■不採択とした陳情（１件）�
�

①新たな定数改善計画を早期に

策定し、少人数学級をめざした

弾力的な学級編制の実現を求め

る意見書の提出について�

平成平成1717年度一般会計補正予算年度一般会計補正予算1111億18001800万円余を可決万円余を可決�

岡山市営住宅条例の一部を改正する条例を可決岡山市営住宅条例の一部を改正する条例を可決�

東岡山幹線（東岡山幹線（3工区）汚水管埋設工事請負契約締結に同意工区）汚水管埋設工事請負契約締結に同意 　�

平成17年度一般会計補正予算11億1800万円余を可決�

岡山市営住宅条例の一部を改正する条例を可決�

東岡山幹線（3工区）汚水管埋設工事請負契約締結に同意 　�

六
十
四
件
の
議
案
を
可
決�

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置�

意
見
書
二
件
を
可
決�


